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環境・都市機能分科会の議論のまとめ 
 

これからのまちづくりの大切な視点 

■多雪寒冷の気候風土と歴史・文化を踏まえた北

の生活文化を，まもり・創り・育てるまちづくり

■誰もが安心・安全に暮らしを営み，いつでもどこ

でも活動できる，快適なまちづくり 

■市民一人ひとりが，環境に配慮した持続可能な

都市の創出に向けて参加・実践するまちづくり

■市民が地域のまちづくりを担っていくための，人

づくり，場づくり，仕組みづくり 

 

 

 

取組みの方向と課題 

□協働による雪対策など，北国の都市課題への対応

□持続可能なコンパクトシティを目指したまちづくり

□環境負荷の少ない資源循環型のまちづくり 

□誰もが活動できる，まちのﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの推 進

□空洞化・高齢化が進む地域コミュニティの再生

 

 

○サンクンガーデンのある開放的な地下空間づくり 

○人々が交流できる多様な広場を地下空間に配置 

○駅前通の緑の再生と育成，大通公園の緑の充実 

○広告・看板類の整理と，サイン・案内版類の総合的な

計画づくりや無電柱化の推進 
○歴史的に価値のある建物の再生による有効活用 

○自転車が利用しやすい交通環境の充実とﾏﾅｰ教育 

○ﾗｲﾌｻｲｸﾙに応じた住替えを支援する仕組みづくり

○排ガス対策を考慮したｺｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑの推進 

○都心の小学校跡施設を NPO 等の活動拠点に活用 
○学校や地域で子供たちの参加型のまちづくり教育を

充実 

○市民の理解と参加を広げるためのまちづくり読本の

制作と配布 

当面の重点的な取組み 具体的施策・取組みの提案 

 

 

○道路や公園の多面的な活用に関する規制緩和 

○TMO による都心の公共空間の管理と活用 
○フィルムコミッションの展開 

○NPO の自主管理による公共施設の柔軟な活用 

○NPO が公共施設を管理運営するモデル事業の実施

○まちづくりセンターを NPO や住民主体で自主運営す

る仕組みづくり 

○多様なメディアや民間の知恵を活用した広報活動 

○市民参加を広げるためのイベントの活用 

○地域通貨を活用したコミュニティ活動の実験的取組み  

実践手法・仕組みの提案 
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●美しく風格ある都市景観のまちづくりを具体的に進めるた

めのビジョンと景観ガイドラインを作成 

●駅前通の地上空間と地下歩行空間を，歩いて楽しく快適な

札幌のシンボルストリートに再生 

●都心の公共空間や公共施設に魅力あるにぎわいを創出し

て国際的な集客交流の場として活用 

●高齢者が安心・安全に暮らせて，歩いて活動できる，都心

の居住環境づくりを進める 

●都心に豊かな緑や水辺を再生・育成する取組みを進める
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●エネルギーの有効利用や TDM（交通需要マネジメント）な

どによる CO2 の排出削減 

●ごみの発生抑制，リサイクル促進などによる廃棄物の削減

●歩行者・自転車・公共交通を優先した快適に移動できる交

通体系やシステムを構築 

●市民が身近な地域の自然や生態系に親しみ・学ぶ機会の

充実と保全活動の支援 

●環境に配慮した，パートナーシップによる雪対策の推進

●地域の住民，NPO などが集まり交流できるたまり場づくり

●連絡所や学校施設を住民のまちづくり活動拠点として活用

●市民が公共空間と積極的に関わり，まちづくり・まち育て活

動を学び，実践する場づくり 

●都市の魅力と活力を高める高次都市機能拠点や地域の暮

らしを支える広域交流拠点などの育成・整備 

●幅広い世代が地域で住み続けられるための居住環境づくり  

□歩いて暮らせる快適で魅力ある都市景観のまちづくり

■個性的で国際競争力のある都市観光を創造でき

る，魅力あふれる美しいまちづくり 

■水と緑と生き物が多様で豊かな自然環境が保
全・育成された，安らぎある都市環境づくり 

□水や緑に親しみ，身近な自然の保全・育成を推進


